
Tohru Takahashi  News  Letter  vol.1 

 
 

 

 

                  

 

⁸ ╩ ≡85 ⁸89 ⁸89 פֿ ⁸05

⁸2010 ⁸2015 ⁸ │ꜝfi♬fi◓⁹ 

Ỉ  

Ỉ 6 15 27

21

1 22 7

7 6 10

    

  

 

 

                  

 

  

   

 ４月の選挙では大変お世話になりました。皆様の期待と責任の重さを胸に刻み、県議会議員と

しての活動をスタートさせたところです。所属会派は「 ה ◒ꜝⱩ」。民主党議員など９

名で構成されている政策集団で、議会では２番目に数の多いグループです。所属委員会は、「

」と「 」。総務委員会は、県の総合政策や人事・総務関

係、県民生活などの案件について審査する委員会で、守備範囲が広く、県政に関する多くの知見

が求められます。地域経済活性化対策特別委員会では、１年生ながら副委員長を務めることにな

りました。企業誘致、雇用、観光振興など県の経済政策について調査・研究する委員会で、県の

産業振興を支える重要な機関です。政策に関する専門的な勉強はもちろん重要ですが、一方で常

に県民目線・生活者起点で発想し行動するという現場感覚も忘れてはならないと思っています。

これからも、県民の皆様のため、 働きます。 
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 本会議では、あらかじめ通告

した質問を議員が読み上げ、執

行部が用意した回答を読み上げ

るという形で議事が進行しま

す。お互いが手元の原稿を読み

合うわけですから、丁々発止の

緊迫した議論にはなかなかなり

ま せ ん。そ こ で、今 回、私 は

「一問一答」方式で論戦に臨み

ました。一問一答方式では、事

前通告は質問項目ごとの最初の

質問だけ。再質問以降は、手元

の原稿を読むのではなく、その

場で考え発言します。質問者、

答弁者双方のディベート力が試

されますが、うまく議論が噛み

合えば「丁々発止」とはいかな

いまでも、活発な論戦が期待で

きます。今回の初登壇は、そう
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いう意味ではまだまだ力不足を感じました。自己採点す

れば60点くらいでしょうか。問題点を抽出する力、政策

を立案する力、質問する力、すべてを磨いて次の機会に

備えたいと思います。伊原木知事とのやりとりは、天満

屋時代の労使交渉を思い出しました。岡山県議会の議場

で、再び伊原木隆太さんと議論し合うことになるとは、

不思議な縁を感じます。初登壇の新鮮な気持ちを忘れ

ず、今後も県民の皆様のため、より良い県政に実践につ

ながる質問を続けていきたいと思います。 
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以下の項目に一つでもご協力いただける方は下記までご連絡くださ

い。よろしくお願い致します。 

□高橋とおる後援会に入会します。 

□会報などをお友達やご近所などへ配ることができます。 

□ポスターを自宅や会社などに貼ることができます。 

□事務作業を手伝うことができます。 

□友達や知り合いを紹介することができます。 

□活動のためにカンパすることができます。 
   現時点での高橋とおるの活動資金は、本人の貯金と応援して下さる皆様

からのカンパ・ご寄附によって成り立っています。カンパは、下記の郵便

振替口座・銀行口座で受け付けております。（個人寄付は１口2,000円をお

願いしています。もちろんご持参も大歓迎です！） 

 01330- 6- 90656    

 3347928    

  703- 8271 107 

TEL 086- 277- 9900 FAX 086- 277- 9966 E- Mail hi.bridge.0312@gmail.com  


